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不登校は、特定の子供に特有の問題があることによって起こるのではなく、どの子供に

も起こりうることとして捉え、関係者は不登校の状況になった児童・生徒への理解を深め

る必要があります。同時に、不登校が継続することは、本人の進路や社会的自立のために

望ましいことではなく、その対応策の検討が求められています。 

都内公立小・中学校の不登校児童・生徒数は近年増加傾向にあり、平成 27 年度以降は

継続して 1 万人を超える状況となっていることから、東京都教育委員会では、「不登校・

中途退学対策検討委員会」を平成 27 年度に設置し、都内公立学校における今後の不登校・

中途退学対策の在り方を検討してきました。この委員会からは、児童・生徒の個に応じた

アセスメントと支援計画の作成や、学校と外部の関係機関が連携した支援体制づくりの重

要性等が報告され、都教育委員会としての対策の方向性を示しました。 

また、平成 28 年度に設置した「教育支援センター（適応指導教室）等充実方策検討委

員会」では、不登校児童・生徒の再チャレンジへの支援を図るため、主に教育支援センタ

ーや不登校特例校の充実のための方策を検討してきました。その議論の過程で、そもそも

不登校の状態にならないようにすることの重要性とその必要性が明らかになりました。 

こうした委員会の検討結果を踏まえ、東京都教育委員会では、全ての児童・生徒が豊か

な学校生活を送り、社会的に自立できることを目的として、「児童・生徒を支援するため

のガイドブック」を作成しました。その作成に当たっては、不登校の未然防止、初期段階

や長期化といった児童・生徒の状況に応じて適切な支援ができるよう、大学への研究委託

及び有識者による検討を経た後、さらに心理や福祉等の専門家、学校現場の先生方の協力

を得て、より実践的な内容としました。 

このガイドブックの活用により、各学校の先生方が「義務教育の段階における普通教育

に相当する教育の機会の確保等に関する法律」の目的や基本理念をはじめ、不登校対策の

意義や背景等を十分に理解し、不登校への取組が推進されることを期待します。 

 

 

 

 

東京都教育委員会 
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